
広報郵送料のご協力を
お願いします。

左端が馬原益夫氏

高森町では、令和5年10月からの試験導入を経て、令和6年4月1日より、妊娠・出産・子育てに関する不安を軽減するため、専門家に無料で相談
できる「産婦人科・小児科オンライン」サービスを本格的に導入しました。
スマートフォンやタブレット等から、産婦人科医や小児科医、助産師にオンラインで気軽に相談できますので、ぜひご利用ください。

1. 利用できる内容 2. 利用できる方
高森町にお住まいの方

3. 利用方法
会員登録後ご利用いただけます。会員登録には『合言葉』

が必要になります。
合言葉については、住民福祉課で配布しているチラシを

確認するか、子ども未来係（☎0967－62－2911）まで
お問い合わせください。

夜間相談
平日18時〜22時

  1枠10分の予約制   
LINEのメッセージチャット／

音声通話／動画通話

いつでも相談
毎日24時間受付

  原則24時間以内返信   
ウェブサイトから
相談を送付できます

日中助産師相談
月・水・金 13時〜17時

  予約なし   
予約なしで助産師と

LINEのメッセージチャットが可能

「高森町教育支援センター」について

@sanfujinkaonline

@syounikaonline

文化庁は、文化財建造物に必要な植物性材料の安全供給及び技
能者を養成するため、「ふるさと文化財の森」を設定されています。
今回、馬原益夫氏所有の森が、文化庁の「ふるさと文化財の森」

に設定され、令和6年3月19日に文化庁京都庁舎において、設定
書の交付式が行われました。
所有者の馬原益夫氏がこれまで南郷檜を大切に守り、育ててき

たことが認められました。

教育委員会は「高森町教育支援センター」を令和5年4月10日に開設し、民間団体「一般社団法人sol」
と連携して、公設民営方式により運営しています。
児童生徒及び保護者の『第3の居場所づくり』を目指して開設した「高森町教育支援センター」につい

てご理解いただき、まずは相談や見学からでも是非ご活用願います。

目　的

・�不登校状態にある児童生徒の社会的自立や学校復帰等を支援し、不登校の未然防止
及び解消を図るために設置された施設です。

・�不登校状態にある児童生徒の支援やその保護者からの相談窓口としての役割を担う
施設です。

対象者
・高森町の小・中・義務教育学校に在籍する児童生徒
・子育て等で相談したい保護者

開設日 月曜日～金曜日までの午前10時から午後3時まで（休日・祝日・長期休業日を除く）

申し込み方法

①�通級を希望する児童生徒の保護者は担任に相談し、所定の通級願を学校長に提出し
てください。

②在籍校の校長からの申請後、教育委員会が児童生徒について通級の審査・手続きを
行います。

問い合わせ先
子育て等に関して、お気軽にご相談ください。
一般社団法人sol ☎0967-62-2228　高森町教育委員会事務局 ☎0967-62-0227

「阿蘇南郷檜の森」「阿蘇南郷檜の森」がが
文化庁の文化庁の「ふるさと文化財の森」「ふるさと文化財の森」にに

県内2例目!

パパママ応援子育て安心医療相談事業

本紙は毎月、町内配布とともに
メール便でも配送しております。
送料値上げにより現在１通100

円ほどかかります。
現金や少額切手などで、送料負

担にご協力ください
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